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人で作る安全な場所
大阪府・堺市立福泉小学校・五年
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　先日､不審者の話をしていると、お父さんが興味深い話をしてくれました。
それは、海外では「不審者」という言葉は使われないという事です。
日本では、犯罪がおきると「なぜあの人が」という様に、犯罪がおきる理由を「人」の中に見つけ出そうとしますが、海外では、犯罪を「場所」に注目して考える「犯罪機会論」を重視しているから「不審者」という言葉は使われないのだそうです。
「危ない人」は見ただけでは分からないですが、「危ない場所」は見ただけでも分かります。
「危ない場所」とは「入りやすく、見えにくい場所」で、犯罪者はかんたんに近付くことができ、余裕を持って犯行を行うことができます。このような場所で犯罪がおきやすいので、海外では、犯罪機会論という考えを基にして、「犯罪は失敗しそうだ」と思い、あきらめる様な場所にする「防犯まちづくり」をしている所が少なくないそうです。
ぼくは、この話を聞いて、思い浮かんだのが見守り隊の人達との出来事です。
見守り隊の人達は、校門に立って不審な人が入って来ない様に見守ってくれたり、信号に立ってドライバーの人達に、ぼく達が通行しているので安全運転、余裕ある運転をしてくれる様に注意をうながしてくれています。
ぼくは、小学校入学の数週間前に今の家にひっこして来て、入学式の前日に通学路を歩いただけだったので、通学路が覚えきれていなくて不安でした。そこで、入学してから見守り隊の人達にそっせんしてあいさつをしたり、折り紙をプレゼントしたりして、顔と名前をおぼえてもらう事で不安な気持ちがなくなっていきました。
ぼくは、自分の体験から、見守り隊の人達とコミュニケーションをとる事で、自分の不安がなくなっただけでなく、犯罪をおこそうとしている人から見ると、見守り隊の人が見守ってくれている事で通学路が「犯罪がおきにくい場所」になっていて、見守り隊の人達と子供が話している様子を見て、人と人とのむすびつきを強く感じて、犯行を思いとどまる事にもつながっていると思いました。
今はコロナウイルスで世界中が大変な時期で、人と人とが密接につながる事はできませんが、インターネットを使って離れた場所にいる人ともすぐにつながる事ができます。
いろいろな方法でコミュニケーションを増やし、人と人とがつながる事で、ぼくの様に不安だった気持ちが無くなったり、ダメな事をしそうになっていた気持ちをなくす事もできるはずです。
ぼくはまだ小学生で「安全な場所」を実際に自分の力でつくる事はできませんが、人とのつながりで安全だと思う心の場所はつくる事が出来ると思います。それは「あいさつ」です。
今でも毎日クラスのみんなと話をするようにこころがけていますが、元気よくあいさつをして、みんなに声かけをする事で、自分も元気に、まわりの人も元気にさせて、人と人とのつながりを増やして、ぼくのまわりが明るく楽しく、安全な場所になるように、「あいさつ」をつづけていきたいと思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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